在宅勤務の勤務時間の変更について（提案）
１　提案理由
職員のワーク・ライフ・バランスと業務の効率的な遂行を推進するため、平成30年7月より、モバイル端末機等を活用した自宅における勤務（在宅勤務）を試行的に行っているところ。ひとりでも多くの職員に体験してもらうため、在宅勤務体験者からの意見を取り入れ、勤務時間の変更を行うものである。
２　提案内容
	変更後
	変更前

	・在宅勤務を実施する職員の勤務時間を午前7時から午後10時までの間で7時間45分を割り振る
※一時的な勤務時間の割振り（柔軟な勤務時間の設定）に追加
・在宅勤務は原則１日単位（休暇又は休業の時間を含む。）ただし、あらかじめ所属長等に申し出ることで、時間単位での在宅勤務をすることができる（移動時間は勤務時間に含まない）。
※職場勤務と自宅勤務の併用を認める
	・在宅勤務を実施する職員の勤務時間は当該職員の正規の勤務時間と同様
・在宅勤務は原則１日単位（休暇又は休業の時間を含む。）


３　実施時期
　　令和元年７月４日より実施
４　協議期限
　　令和元年７月３日
